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研 究 論 文

〈 会 計 ゲ ー ム 〉 と ル ー ル

社 会 関 連 会 計 研 究 に お ける 研究 方 針 と 概 念 枠 組

伊 崎 義 憲
（東洋大学）

Ｉ
．

〈 会 計 ゲ ー ム 〉 と は 何 か

会 計 学の 研 究 対 象 は い うま で も な く 会 計 で あ る。 会 計は 会 計 行 為と 会 計 表 現 か らな る。 会 計

表 現と は、 会 計 行 為に よ って 作り 出 さ れ る 財 務 諸 表 や 伝 票な どを 言 語 表 現に な ぞ ら えた もの で

あ る
１）
。 会 計 行 為と は、 会 計 担 当 者が 自 分 の 会言十責 任 を 陳述 す る た めに 会 計 表 現を 作 成 し、 受

け 手 に 伝 達 す る 行 為で あ る。 社 会 関 連 会 計 に お い て は、 経 営 者 と して の 会 計担 当 者が 問 題と な

る の で、 も っ ぱ ら 財 務 諸 表を 取り 上 げる。

’野 球 に お け る 「盗 塁 の サ イ ン」 は、 盗 塁 の 「代 わ り」 に な っ て い る。 「代 わ り」 に な っ て い

る か ら 盗 塁 を 指 示 す る こ と が で き る。 「指 示す る」 こと は 「代 わ り」 に な る こ と だ、 と い う の

が 記 号 論 の 通 説 で あ る
２〕

。 し か し、 ｒ盗 塁 の サ イ ン」 は 盗 塁 の 単 な る 「代 わ り」 で は な く、 盗

塁 と 一 体 と な っ て い る。 一 体 と な っ て い る か ら 盗 塁 を 指 示 す る こ と が で き る。 ｒ盗 塁 の サ イ ン」

と 盗 塁 は 一 体 と し て と ら え な け れ ば な ら な い
３）

。

「盗 塁の サイ ン」 を 言 語 表 現 に 置 き 換 え る と
、 盗 塁 は 言 語行 為に あた る。 言 語 表 現と 言 語 行

為を 一体 と して と ら える 考 え 方 は く 言 語 ゲ ー ム 〉 と よ ばれ る。 ｒ哲学 探 究』４）と い う 書 物の な

か で ウ ィ ト ゲ ン シ ュ タ イ ン は、 く 言 語 ゲ ー ム 〉 に つ い て 「言 語 と 言 語 の 織 り 込 ま れ た 諸 活 動 と

の 総 体」 （§ ７） と い っ て い る。 ｒ盗 塁 の サ イ ン」 は 野 球 と い う ゲ ー ム で 使 わ れ る。 野 球 と い

う ゲ ー ム は 言 語 表 現 が 発 せ ら れ る く 場 〉５〕に 相 当 す る （§２３） 。 こ の く 場 〉 を ウ ィ ト ゲ ン シ ュ

タ イ ンは く 生 活 様 式〉 と よ ぶ （§１９） 。 く 生 活 様 式 〉 は く 言 語 ゲ ー ム 〉 の 行 わ れ る く 場 〉 で あ

る。 子 供 は く 生 活 様 式 〉 の な か で 言 語 表 現を 習 得す る （§ ７）。 初 級 簿 記 の 学 習 者 も く 生 活 様

式 〉の な かで 仕 訳 の 枝 術 を 身 に つ け る （§１９９） 。

会 計表 現は会 計 担当 者が 自分 の会 計 責任 を 陳 述 す る 〈 場 〉で 使 わ れ る。 言 語 表 現 が 〈 言 語 ゲ ー

ム〉 の 一 体 をな して い ると す れ ば、 表 現 の 一 種 で あ る 会 計 表 現 も く 言 語 ゲ ー ム 〉に 一体 に な っ

て い る。 言 語を 会 計 表 現に 置 き 換 え る と、 「会 計 表 現 と 会 計表 現が 織り 込ま れた 諸 活 動と の 総

体」 も〈 言 語 ゲー ム 〉と 見る こ とが で き る。 こ れ が く 言 語 ゲー ムと して の 会 計〉 で、 簡 単 に く

会 計 ゲ ー ム 〉 と よ ぶ こ と に す る 。

社 会 関 連 会 計 は く 会 計 ゲー ム 〉を 社会 体 系の 見 地 か ら 見 直 す。 社 会 関 連 は く 会 計 ゲー ム 〉に

お ける く生 活様 式〉の 一 部と みる こと がで きる。 く 会 計 ゲー ム 〉 に お け る く 生 活 様 式〉 は、 も っ
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ぱ ら 会 計 表 現の 送 り 手 たる 会 計 担 当 者と か か わる。 社 会 関 連 に お け る く 生 活 様 式 〉は、 も っ ぱ

ら 会 計 表 現の 受 け 手 と か か わ る。 会 計 表 現の 受 け 手と い っ て も、 株 主 や 債 権 者 と い っ た 伝 統 的

会 計 に お ける 利 害 関 係 者 に 限 定 さ れ ず、 経営 者の 社 会 的 責 任 と い う 広 い 視 野 か ら 見直 さ れ た 利

６）

害 関 係 者 で あ る 。

ゲ ー ム に は、 野 球 ・ サ ッ カ ー ・ 相 撲 ・ 将 棋 な ど、 多 く の 種 類 が あ る が、 そ こ に 本 質 と い っ た

も の は 存 在 し な い。 父、 母、 長 男
、

長 女 と い う ４ 人 家 族 を 考 え て み る。 父 と 母 は 目 だ け、 母 と

長男 と 長 女は 髪の 色 だ け、 長 男 と 長 女 は 鼻 だ け、 そ して、 父と 長男 と 長 女は 歩き 方 だ け が 似て

い る と 仮 定 し よ う。 こ の ４ 人 家 族 の 体 の 特 徴 の 間 に は、 互 い に 重 な り あ っ た、 お お ま か で、 し

か も 複雑 な 類 似 性 が 網 の 目 の よ う に 張 り 巡 らさ れ て い る だ けで ある。 この よ うな 類 似 性を ウ ィ

ト ゲ ン シ ュ タ イ ン は く 家 族 的 類 似 性 〉 と よ ぶ （§６７） 。 ハ ー トに 従 い、 く 開 か れ た 構 造 〉 と い っ

て も よ い。 く 開 か れ た 構 造 〉 と は、 境界 が は っき り しな い 構 造 であ る。 そ れ に 含 ま れ る こ と が

確 実 な 核 心 部 と、 含ま れ る か どう か 暖昧 な 周 縁 部 か らな る。 核 心 部 と 周 縁 部 の 関 係 は、 地 球 を

取 り 巻 く 大 気 の 状 態 に な ぞ らえ る こ と が で き る。 大 気 は 地 表 か ら 上 昇 す る に つ れ て 次 第 に 薄く

な り、 っ い に は 完 全 に 真 空 の 状 態 に な る。 地 表 付 近の 状 態 は 核 心 部 に あ た り、 上 空 の 状態 は 周

７）

縁 部 に あ た る 。

こ の 関 係 は 資産 と 費 用 の 境界 に 似 て い る。 常 識 的 に 考 え る と、 資 産 と 費 用 は ハ ッキ リ した 境

界 線 で 区 切 られ て い る。 し か し、 必 ず し も そ うで な い こ と が、 会 計 学 に お け る 常 識で あ る。 核

心 部 に 位 置 す る 現 金 ・ 預 金 ・ 棚 卸 資 産 ・ 有 形 固 定 資 産 な ど は、 た し か に 資 産 と い っ て よ い。 だ

が、 周 縁 部 に 位置 す る 繰 延 資産 は、 ｒ限 りな く」 費 用 に 近 い。

く 会 計 ゲ ー ム 〉と い う 概 念は、 く 開 か れ た 構 造 〉 を な し、 内 包も 外 延 もな い。 内 包 も 外 延 も

な い 概 念、を い か に し て 使 う か。 ウ ィ ト ゲ ン シ ュ タ イ ン は く 規 準 〉 と く 徴 候 〉 に よ る と 主 張 す る。

く 規 準 〉は 言 話 表 現 を 使 用 す る 際 の 目 印 で あ る。 く徴 候 〉は く 規 準 〉と 関 連す る、 既 知の 経 験

的 事 実 で あ る
８）

。

く 会 計 ゲ ー ム 〉 に お いて は、 く 規 準 〉は 会 計責 任の 陳 述に あ たり、
く 徴 候 〉 は ｒ正 確 な 会 計

帳 簿の 作 成」 に あ た る。 後 述 す る よ う に、 ｒ正 確な 会 計 帳 簿の 作 成」 な し に は 会 計 責 任 を 陳 述

す る こ と は で き な い。 社 会 関 違 も 〈会 計 ゲ ー ム 〉と 同 様 に く 開 か れ た 構 造 〉を も ち、 内 包 も 外

延 も な い。

皿． 会計理論は〈理論〉ではない

会 計学 研 究に お い て も、 「会 計 理 論」 と い う コ トバ が よ く 使 わ れ る。 会 計 理 論 の 性 格 を 明 ら

か に す る た め、 理 論 そ の も の に つ い て 検 討 し て お こ う。 理 論 に は、 記 述 理 論 と 規 範 理 論 が あ る 。

記述 理論 は 政 策・ 実 践 ・ 応用 と 関 係 しな い、 客 観 的 か つ 普 遍 的 な 事 実 命 題 よ り な る。 規 範理 論

は 政 策 ・ 実 践 ・ 応用 と 関 係 し、 目 的 達 成 の 手 段 を 表 現 す る 規 範 命 題 よ り な る。 日 常 の 用 語 法と

し て は、 ① 方 法 論、 ② 概 念 分 析、 ③ 研 究 方 針、 ④ 事 後 解 釈、 ⑤ 経 験 的 一 般 化、 ⑥ く 理 論 〉 が、
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記 述 理 論 の 意 味で 理 論と よ ばれ る。 し か し、 この す べ て を 記 述 理 論 の 意 味で 理 論 と よ ぷの は、

９）

厳 密 な 用 語 法と は い えな い 。

① の 方 法論 に は、 「学 問 論と して の 方 法 論」 と ｒ研 究 方 法 と して の 方 法論」 が あ る。 前 者は

学 問 の 本 質、 性 格、 体 系、 構 成、 お よ び 対 象 な ど を 取 り 扱 う。 後 者 は 研 究 の 手 続、 手 段、 お よ

び、 技 術 な どを 取 り 扱 う。 会 計 学 研 究に お い て は、 こ の 区 別 が 意 識 さ れ て い な い。 後 述す る よ

う に、 方 法 論は ③ と も 混 同 さ れ る
ｍ
。

② の 概 念 分 析は 研 究の 準 備 作 業と して 概 念 を 規 定 す る。 概 念 規定 と も よ ぱ れる。 ⑥ と 同 様に

研究 の 準 備 作 業で ある。 会 計 学 研 究 に お い て も、 概 念 分 析 は 必 要 不 可 欠で あ る。

⑧ の 研 究方 針は 複 雑な 現 象 か ら 研 究 対 象 を 切 り 取 る た め の 準 備 作 業で あ る。 方 針、 立 場、 ア

プ ロ ー チ と も よ ば れ る。 会 計 学 研 究 に お い て は、 い ろ い ろ の ア プ ロ ー チ が 主 張 さ れ て い る が、

研究 の 準 備作 業 だと い う こ と が 意 識 さ れて い な い た め に 方 法 論 と 混 同 さ れ る。 演 緯 や 帰 納 は

「研 究 方 法 と し て の 方 法 論」 で あ っ て 、 ア プ ロ ー チ で は な い。 最 近 、 さ か ん に 主 張 さ れ る よ う

に な っ た、資 産 ・ 負 債 ア プ ロ ー チ と 収 益 ・ 費 用 ア プ ロ ー チ は、 計 算 の 方 法 で あ っ て、 ｒ研 究 方

法 と し て の 方 法 論」 で も な い１１〕
。

④ の 事 後 解 釈は 研 究 対 象を も っ と も ら しく 解 釈 す る こ と によ って 成 立 する 説 明 で あ る。 反 証

の 可 能 性 は な い が、 どの よ う な 現 象 で も 説 明 で き る、 フ ロ イ ト 心 理 学 の 理 論 が こ れ に あ た る
１２〕

。

必 ず し も 経 験 的 一 般 化 との 間 に 厳 密 な 境 界 線 を 引 く こ と は で き な い ので、 お お ま か な 経 験 的 一

般 化と い う こと が で き る。 会 計 学 研 究 に お い て は、 事 後 解 釈が 多い。

⑤ の 経 験 的 一 般 化は 独 立 変 数 と 従 属 変 数 の 問 の 斉一 性に つい て 成 立 す る、 真 理 値 を も っ た 命

題で ある か ら、 法 則 と いう こ と が で き る。 観 察と か か わり、 因 果 関 係 を 追 及 す る。 会 計 学 研 究

１３）

に お いて は、 ル ー ル を 研 究 対 象 と す る の で 経 験 的 一 般 化の 定 立 を 求 め る こ と は 難 し い 。

⑥の 〈 理 論 〉 は 推 論 を 媒 介 と して 体 系 化さ れ た 経 験 的 一 般 化 で あ る。 公 理 体 系 に 組 み 込 ま れ

た 法 則と い って も よ い。 説 明 や 予 測 の 根 拠と な る。 本 来、 記 述 理 論 だ け が く 理 論 〉 と よ ぷ に 値

す る。 く 理 論 〉 と 法 則 は 厳 密 に 区 別 さ れ て い な い よ う で あ る。 法 則 が 成 立 し な い 会 計 学 に お い

て は、 く 理 論 〉 も 成 立 し な い
１４〕

。

①② ③ は 分 析 用 具 で あ る。 ④ ⑤ ⑥ は 分 析 の 成 果で あ って、 概 念と 概 念の 間 の 関 係 を 体 系 的 に

整 理 する た め の 枠 組 を 形 成 し て い る の で 概念 枠 組と よ ぷ こ と が で き る。 分 析 用 具 と 概 念 枠 組 は

記 述 理 論 だ け で は な く 規 範 理 論 に お い て も 必 要で あ る。 規 範 理 論 は 記 述 理 論 と 異 な り、 形 式 的

に 完 全な 公 理 体 系 を 形 成 す る こ と は で き な い。 し か し、 目 的を 公 理 と し て 措 定 し 目 的 手 段 の 関

係の 連 鎖 を 体 系 化 し て、目 的 論 的 公 理 体 系 を 形 成 す る こ と は 可 能 で あ る１５〕
。

皿． く 会計ゲ ーム〉とルール

く 会 計 ゲ ー ム 〉 も 含 め て、 ゲ ー ム は ル ー ル な し に は 成 立 し な い。 ゲ ー ム の 研 究 に お い て は、

ル ー ル の 分 析 が 必 要 で あ る。 ル ー ル に は、 規 制 ル ー ル と 構 成 ル ー ル が あ る。 規 制 ル ー ル は エ チ
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ケ ッ トの ル ー ルの よ う に 既 存 の 行 動 形態 を 規 制 す る。 エ チ ケ ッ トは 規 制 ルー ルが な く と も 存在

する。 構 成 ルー ルは ゲー ムの ルー ルの よう に 新た な 行 動 形 態を 定 義 し 創 造 す る。 野 球 と い う ゲー

ム に お い て、 ホ ー ム ラ ン の ル ー ル が な け れ ば ホ ー ム ラ ンは 存 在 し な い。 野 球 の ル ー ル を 守 ら な

い と 野 球 で な く な っ て し ま う
１６）

。

規 制 ル ー ルは 目 的 を 達 成す る 手 段の 選 択 規 準 と し て 既 存 の 行 動 形 態 を 規制 す る の で、 命 令 文

な い し 規 範 文 で 表 現さ れ る。 目 的に は、 「善 い」 目 的 と 「優 れ た」 目的 が あ る。 規制 ル ー ルに

は、 「善 い」 行為 と ｒ悪い」 行 為を 判 定 する 機 能 だ け で な く、 「優 れ た」 行 為と ｒ劣 った」 行

為 を 判 定 す る 機能 が あ る。 前 者は 規 制 機 能 で あ り、 後 者 は 比 較 機 能で あ る。 規制 機 能を 果 たす

規 準 は 公 正 を め ざ し 善 悪 規 準と よ ば れ る。 比 較 機 能 を 果 た す 規 準は 効率 を め ざ し 優 劣 規 準と よ

ばれ る。 優 劣 規準 だけ が 優 先 し 善 悪 規 準 が 働 か な い と、 証 券 ・ 金 融 不 祥 事 に み ら れる よう に、

公 正 が 保 た れ な い。 善 悪 基 準 だ けが 働 き 優 劣 規 準 が 働 か な い と、 旧 ソ 連に み ら れた、 市 場 経 済

に よ らな い 経 済体 制 の よう に 効 率が 悪 い。社会 関 連 会 計 に お いて は、善 悪 規 準 が 重 視 さ れ る
ｍ
。

規 制 ル ー ル は 目 的 手 段 関 係の 連 鎖 を 形 成 す る。 川 を き れ い に す る と い う 目 的を 達 成 する た め

に は、 生 活 排 水 を 川 に 流 さ な い よ う に し な け れ ば な ら な い。 生 活 排 水 を 川 に 流 さ な い た め に は、

下 水 道 の 整備 が 必 要と なる。 下 水 道 を 整 備す る た め に は、 資金 が 必 要と なる。 こ こに、 目 的 論

的 公 理 体 系が 成 立す る。 社 会 関 連 会 計 は こ の よ う な 目 的論 的 公 理 体 系を 研 究す る。

ゲ ー ムの ル ー ル は 単 独で は 存 在 し な い。 構 成 ル ー ルは 体 系を 形 成す る。 構 成 ル ー ル の 体 系 が

制 度 で あ る。 制度 を 前 提 と して 制 度 的 事 実 が 成 立 す る。 電 車の 運 行 ダイ ヤ は 制 度 で あ る。 ダイ

ヤ に 従 う 電 車 の 運 行は 制 度 的 事 実で あ る。 電 車 の 運行 に 従 う 事 実 は、 運 行 ダイ ヤ と い う 制 度 を

前 提と して 初 めて 存 在 す る 制 度 的 事 実 で あ る。 社 会生 活に お け る 事 実 は、 事 実 と い っ て も 生 の

１８〕

事 実で は な く、 ほ と ん ど 制 度 的 事 実 で あ る 。

社 会 学 に お い て は、 規 制 ル ー ルが 行 為 者 に よ っ て 遵 守 さ れ、 同 調 す る よ う に パ ー ソ ナ リ テ ィ ー

に 内 面 化 さ れ、 違 反 に 対 す る サ ンク ショ ンの 行 使 が 正 当 化 さ れ て い る こ と を 制 度 化 と い う。 制

度 化 さ れ た 規 制 ル ー ル は 制 度 と よ ばれ る。 規 制 ル ー ル が 制 度 化 さ れ る と 構 成 ル ー ル に な る。 制

度 化 に は 程 度 の 相 違 が あ る。 赤 信 号 を 無 視 す る 車 は 少 な い の で、 ゴ ー ・ ス ト ッ プ の ル ー ル は 制

度 化 の 程 度 が 高 い。 駐 車 違 反 は 日 常 茶飯 事で ある か ら、 駐 車 禁 止の ル ー ル は 制 度 化 の 程 度 が 低

い
１９）

。

く 会 計 ゲー ム 〉 は 構 成 ルー ルと して の 会 計 規 範の 体 系 か ら な る。 こ の 檸 成 ル ー ル と して の 会

計 規 範 の 体 系 が、 会 計 制 度 で あ る。 く会言十ゲ ー ム 〉 に お け る 事 実 も、 生 の 事 実 で は な く・ 会 計

制 度 を 前 提 と す る 制 度 的事 実で あ る。 会 計 担 当 者 は 構 成 ル ー ル と し て の 会 計 規 範 に 従 い、 会 計

表 現 を 開 示 す る こ と に おい て 会 計責 任を 陳 述す る。 会 計 責 任 を 陳 述 し な い ゲー ム は 〈 会 計 ゲ ー

ム 〉 と は い え な い。 会 計 責 任 の 陳述 は 会 計制 度を 前 提 と す る 制 度 的 事 実 で あ る。

要す る に、 く 会 計 ゲー ム 〉 は く 開 かれ た 構 造 〉 を な し、 そ の 核 心部 は 構 成 ル ー ルに よ っ て 定

義 さ れ、 周 縁 部 は 規 制 ル ー ル に よ っ て 規 制 さ れ る 。
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Ｗ． 〈会計ゲ ーム 〉の ルールと研究方針

１５

人 問の 行 為 は、 く 行 為 者 〉 〈 目的 〉 く 状 況 ） く ル ー ル 〉、 と い う ４ っ の 要素 に 分 析 し

て 研 究 す る こ と が で き る。 こ れ が 行 為 分 析の 研 究 方 針 で あ る。 行 為 者 は 分 析 の 準 拠点 で あ る。

目的 は望ま し いと 考 えて、 行 為 者 が 指 向 す る 未 来 の 事 象で あ る。 状 況 は 手 段 と 条 件 に わ か れ る。

行 為 者 が 制 御 で き る 状 況 が 手 段で あ り、 制 御で きな い 状 況 が 条 件 で あ る。 ル ー ルに 規制 ル ー ル

と 構 成 ル ー ル が あ る こ と は、 す で に ふ れ た ２０〕
。

会 計 行 為 は く 会 計 ゲー ム 〉 に お ける 会 計 担 当 者の 行 為で あ る か ら、 行 為分 析 の 研 究 方 針 に 準

じて ４ っ の 要 素 に 分 析 し て 研 究す る こ と が で きる。 行 為 分 析 に お け る ４ つ の 要 素 を 〈 会 計 ゲ ー

ム 〉 の 分 析 に 即 し て 見 直 し て み よ う。

行 為 者 は 会 計 担 当 者 で あ る。 目 的は 会 計 担 当 者の 目 的 で あ る。 会 計責 任 の 陳 述、 お よ び、 受

け 手の 意 思 決 定 有 用 性、 の ２ つ が 考え られ る。 手 段 は 会 計 表 現 に あ た る。 条 件 は く 会 計 ゲ ー

ム 〉 が 存 立 す る た め の 条 件 で、 環 境公 準と い って よ い。 ル ー ル は 会 計 規 範に あ た る。 会 計 規 範

が く 会 計 ゲ ー ム 〉 の ルー ル で あ る と す れ ば、 当 然、 規 制 ル ー ル と 構 成 ル ー ルが あ る。 規制 ル ー

ルは 会 計 表 現の 選 択 規 準 で あ って、 会 計 行 為を 規 制 す る。 構 成 ル ー ル は 会 計 制 度 を 構 成 し、

〈 会 計 ゲ ー ム 〉 に お ける 制 度 的事 実 の 前 提と な る。

く 会 計 ゲ ー ム 〉 を 明 ら か に す る こ と は、 ル ー ル を 分 析 す る こ と に 通 じる。 〈会 計 ゲ ー ム 〉の

ル ー ル 分 析 に お け る 研 究 方 針 と して は
、 目 的 が 戦 略 的 な 位 置 を 占め る。 目的 の 相 違に 応 じて、

２ っの ア プロ ー チ に わ か れ る。 会 計責 任の 陳 述 を 目 的 と す る 研 究 方 針を 会 計 責 任 ア プ ロ ー チ と

よ ぶ。 受 け 手 の 意 思 決定 有 用 性を 目 的と す る 研 究 方 針 を 意 悪 決 定 ア プロ ーチ と よ ぷ。 会 計 責 任

ア プロ ー チ と 意 思 決 定ア プロ ーチ は、 そ れ ぞ れ、 く 会 計 ゲ ー ム 〉 の 核 心 部と 周 縁 部に 位 置 づ け

ら れ る。 会 計 責 任 ア プロ ー チ は 構 成 ル ー ル と 関 達す る。 意 思 決 定 ア プロ ーチ は 規 制 ル ー ル と 関

連 す る。

Ｖ． 〈 会計 ゲーム〉のルール分析と梗念枠組

く 会 計 ゲー ム 〉 の ルー ル分 析に おい て は、 ル ー ル を み る 視 点 に 応 じて 概 念 枠 組 が え ら れ る。

ル ー ル を み る 視 点 に は、 内的 視 点と 外 的 視 点 が あ る。 内 的 視 点 は ル ー ルを 受 容 す る 行 為 者 の 視

点で あ る。 会 計 行 為 に 即 して い え ば、 会 計 担 当 者の 視 点 で あ る。 内 的 視 点は 会 計 実 践 な い し会

計 倫 理 に お い て は 問 題に な る が、 く 会 計 ゲ ー ム 〉 に お い て は 問 題に な らな い。 外 的 視 点 は 観 察

者 の 視 点 で あ る。 観 察 者の 視 点は 研 究 者 の 視 点 に 等 し い。 社 会 関 連 会 計に 限 ら ず、 会 計 学 研 究

に お け る 視 点は 外 的 視点 で あ る。

外 的 視 点 は ル ー ルを 受容 しな い 観 察 者 の 視 点 で あ る か ら、 内 的 視 点に 対す る 観 察 者 の 立 場 の

相 違 に 応 じて さ らに、 ル ー ル 無 関 心 的 視 点、 ル ー ル関 係 的 視点、 およ び 評 価の 視 点 の ３ つ に わ

か れ る 。
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交 差 点 に 立 っ て、
ゴ ー ・ ス ト ッ プ の 変 化 と、 車 の 流 れ の 薗 係 を み て い る と す る。 車 は 青 信 号

で 進 み、 赤 信 号 で 止 ま る。 こ の ｒ進 め」 、 ｒ 止 ま れ」 と い う 意 味 を 無 視 し て、 た だ、 信 号 の 変

化と 車の 流 れ との 間の 規 則 性 を 観 察 す る の が、 ル ー ル 無 関 心 的 視 点で あ る。 青 信 号 と 赤 信 号 の

意 味を 考 慮 に い れて 車 の 流 れ を 観 察 す る の が、 ル ー ル 関 係 的 視 点で ある。 そ して、 信 号 の 意 味

に コ ミ ッ トし、 車 は 青 信 号 で 「進 む べ き だ」 、 赤 信 号で ｒ止ま る べ き だ」 と 規 制 す る の が 評 価

２１〕
の 視 点で あ る 。

こ の ３ っの 視 点の 相 違 に 応 じて、 ルー ル分 析 の 概念 枠 組が え ら れる。 規 制 ル ー ルの ル ー ル 分

析 お よ び 構 成 ル ー ルの ル ー ル 分 析 に 分 け て 検 討 す る。

最 初 に、 規 制 ル ー ル の ル ー ル 分 析 か らえ ら れ る 概念 枠組 を 取り 上 げる。 そ のた め、 ｒ企 業 会

計は、 そ の 処 理の 原 則 及 び 手 続 を 毎 期 継 続 して 適 用 しな け れ ぱな らな い」 と いう 継 続 性 の 原 則

を 考 え て み よ う 。

ルー ル無 関 心的 視点、は 会 計担 当 者の 内 的 視 点に 外 部 か ら ま っ た く 言 及 し な い 外 的 視 点 で あ る。

「会 計 処 理 の 原則 及 び 手 続 が 毎 期 継 続 し て 適 用」 さ れ て い る か どう かを 観 察 する。 こ の 視 点 か

ら え られ る 概 念枠 組が、 経 験 的 一 般 化 で あ る。 しか し、 必 ず し も 「会 計 処 理の 原 則 及 び 手 続 が

毎 期 継 続 して 適 用」 さ れて いる と は い え な い。 く 会 計 ゲー ム〉 の ル ー ル 分 析 に お いて は、 経 験

的 一 般 化 は 成 立 しな い の で、 ル ー ル 無 関 心 的 視 点 を と づて も意 味が な い。

ル ー ル 関 係 的 視 点は 会 計 担 当 者の 内 的 視 点 を 考 慮 に い れ て 会 計 規 範を 観 察 する 外 的 視 点 で あ

る。 継 続 性 の 原 則 の 意 味を 承 知 し た う え で、 ｒ会 計処 理 の 原 則 及 び 手 続 が 毎 期 継 続 して 適 用」

さ れ て い る か どう か を 観 察す る。 こ の 視 点 か らえ られ る 概 念 枠 組が 「事 後 解 釈」 で あ る。

評 価の 視 点 は 価 値 や 望ま し さ に コ ミ ッ トし て 会 計規 範を 観 察す る 外 的 視 点で あ る。 ｒ会 計 処

理の 原 則 及 び 手続 を 毎 期 継 続 して 適 用」 する よ う に 会 計担 当 者に 指 令す る。 この 外 的 視 点 か ら

規 範 理 論 と して の 概 念 枠 組 が え られ る。

つ い で、 構 成 ル ー ルの ル ー ル 分 析 か ら え ら れ る 概 念 枠 組 を 取 り 上 げる。 そ の た め、 「企 業 会

計 は、 す べ て の 取 引 に っ き、 正 規の 簿 記 の 原 則 に 従 っ て、 正 確 な 会 計 帳 簿を 作 成 しな け れ ば な

ら な い」 と い う 正 規 の 簿 記の 原 則を 考 えて み る。 ウ ィ トゲ ン シュ タ イ ンの く 徴候 〉に 関 連 して

ふ れ た よ う に、 ｒ正 確 な 会 計 帳 簿」 を 作 成す る こ と は 会 計 責 任 の 陳 述の 前 提で あ る。 ｒ正 確な

会 計 帳 簿」 が な け れ ば、 会 計責 任 の 陳 述 は 不 可 能 で あ る。 会 計 責 任 の 陳 述が な さ れ な けれ ば、

く会 計 ゲー ム〉 は存 在 し な い。 正 規 の 簿 記の 原 則 は く 会 計 ゲ ー ム 〉の 構 成 ル ー ル と い っ て よ い。

正 規 の 簿 記 の 原 則 は 〈 会 計 ゲ ー ム 〉に お け る 制 度 的 事 実 の 前 提 と な っ て い る の で、 ル ー ル 無

関 心 的 視 点 か ら 観 察 す る こ と は で き な い。 評 価の 視 点 か ら 観 察 す る と、 正規 の 簿 記の 原則 は 規

制 ル ー ル に な り、 構 成 ルー ルで は な く な って しま う。 正 規 の 簿 記の 原 則 は ル ー ル 関係 的 視 点に

よ って 観 察 す る し か な い。 そ の 結果、 事 後 解 釈 と して の 概 念 枠 組 が え ら れ る。

発 生 主 義 会 計 に お け る 期 間 損 益 計 算の 構 造 に つ いて は、 ２ つ の 説 明 が な さ れ て い る。 あ る 説

明に よ れ ば 収 益 は 実 現 主 義 で 把 握 し、 費用 は 発 生 主 義 で 把 握 し た の ち、 費 用 収 益 対 応の 原 則
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に もと づ い て 計 上 す る。 別 の 説 明に よ れ ぱ、 収 益 も 費 用 も 生 起 し た と き に 把 握 す る が、 将 来、

生 起 す る こ と が 予 測 で き る 費 用 は 予見 して 計 上 す る。 前 者 の 説 明 に よ れ ば、 支 出 の 対価 は 原 価

と して 把 握 さ れ た の ち、 資産 と 費用 に 配 分 さ れ る。 後 者 の 説 明 に よ れ ば、 支 出 の 対価 は 資 産と

し て 把 握 さ れ、 消 費 さ れ た 額 が 費 用 と し て 処 理 さ れ る２２）
。

こ の よ う に、 同 じ 現 象 に つ い て ２ つ の 説 明 が な さ れ る。 し た が っ て、 会 計 理 論 は く 理 論 ） で

は な い。 期 間 損益 計 算に つ い て の 理 論 は、 現 実 に 行 わ れ て い る 会 計 行 為を も っと も ら し く 解 釈

し て い る に す ぎ な い。 ま さ に、 事 後 解 釈 と い わ ざ る を え な い。

ｗ． 社会関連会計 における研究方針 と概念枠 組

く 会 計 ゲ ー ム〉 の ル ー ル 分 析 に お け る 研 究 方 針 と 概 念 枠 組 は、 そ の ま ま 社 会 関 連 会 計 研 究 に

お け る 研 究 方 針と 概 念 枠 組に 適 用 する こ と が で き る。 社 会 関 連 会 計は 経 営 者の 社 会 的 責 任 を 開

示 す る こ と を 目 的と して いる。 社 会 的 責 任 の 開 示 に お い て は、 送り 手で あ る 会 計 担 当 者 の 会 計

責 任 の 陳述 よ り も、 受 け 手の 意 思 決 定 に 役 立 つ 情 報 の 提 供 に 重 点 が おか れる。 し た が って、 社

会 関 連 会 計 に お ける 研 究 方 針 と して は 意 思 決 定 ア プロ ーチ が 重 視さ れる。 しか し、 社 会 関 連 会

計 も〈 会 計 ゲ ー ム 〉 で ある 以 上、 会 計 責 任 の 陳 述 と 無 縁 で は な い。 会 計 責 任 ア プ ロ ー チ を 欠 い

て は、 社会 関 連会 計 にお ける 研 究 方 針 と し て 十 分 と は い え な い。

社 会 関連 会 計 研 究 に お いて も、 会 計 学 研 究 一 般 と 同 様に、 意 思 決 定 ア ブ ロ ー チ だ けで な く、

会 計責 任ア プ ロ ー チ が 必 要で ある。 意 思 決 定 ア プロ ー チ に よ る 概 念 枠 組は、 規 制 ル ー ルを 分 析

す る こ と に よ って え られ る。 規 制 ル ー ル の 分 析 に お い て ル ー ル 無 関 心 的 視 点 を と る と、 経 験 申

一 般 化と して の 概 念 枠 組 が え ら れ る。 ル ー ル 関 係 的 視 点 を と る と、 事 後 解 釈 と し ての 概 念 枠 組

が え ら れ る。 そ し て、 許 価 の 視 点 を と る と、 規 範 理 論 と し て の 概 念 枠 組 が え ら れ る。 た だ し、

経 験 的 一 般 化と して の 概 念 枠 組 は、 社 会 関 連 会 計 に お い て は 成 立 し ない。 一 方、 会 計 責 任 ア プ

ロ ーチ に お いて は、 構 成 ル ー ル の 分 析 か ら 事 後 解 釈 と して の 概 念 枠 組が え ら れる。
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